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『
寒
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
』 

令
和
六
年
の
干
支
は
辰
、
辰
年
は
飛

躍
の
年
、
激
動
の
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
元
旦
に
は
北
陸
で
、
能
登
半
島
地
震

が
発
生
し
、
激
動
の
年
の
始
ま
り
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
に
日
に
、
被
害
の
大

き
さ
が
判
っ
て
き
ま
し
た
。
会
員
の
方
の

中
に
は
身
近
に
被
害
者
の
方
が
お
ら
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
被
害
を
受
け
ら
れ
た

多
く
の
方
々
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。 

一
月
の
中
旬
過
ぎ
か
ら
押
し
寄
せ
て

き
た
寒
波
で
、
身
も
心
も
縮
こ
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
健
康
志
向
で
、
こ
の
一
年
を 

 

〝
飛
躍
の
辰
年
〟
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

今
年
初
の
理
事
会
が
一
月
二
十
四
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
、
次
の
理

事
会
の
項
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

    

一
月
二
十
四
日
㈬
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
、
岩
倉
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
三
階

視
聴
覚
室
兼
研
修
室
に
お
い
て
定
例
の

理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
議
案
審
議
】 

㈠
令
和
五
年
度
収
支
補
正
予
算 

・ 

人
件
費
で
、
休
職
と
な
っ
た
職
員
の
期

末
勤
勉
手
当
に
係
る
法
定
福
利
費
等

を
減
額
し
、
そ
の
他
の
職
員
の
時
間
外

手
当
を
増
額 

・ 

補
佐
職
員
が
十
月
に
一
人
退
職
し
、

三
月
に
も
う
一
人
退
職
予
定
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
十
二
月
に
二
人
雇
用
し
た

こ
と
に
よ
り
報
酬
手
当
を
増
額 

・ 
東
海
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
絡
協

議
会
等
の
研
修
会
が
中
止
に
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
旅
費
交
通
費
及
び
負
担

金
を
減
額 

以
上
、
補
正
額
の
合
計
は
十
四
万
六

千
九
百
九
十
九
円
の
増
額
に
な
り
ま
す
。 

 

㈡
職
員
給
与
規
程
の
一
部
改
正 

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
岩
倉
市
職
員

の
給
与
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、
市
に
準
じ

て
セ
ン
タ
ー
職
員
の
給
与
が
見
直
さ
れ
ま

し
た
。
民
間
の
ボ
ー
ナ
ス
に
当
た
る
期
末

手
当
及
び
勤
勉
手
当
が
０
・
０
二
五
か
月

分
増
額
さ
れ
、
給
料
表
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。 

 

㈢
令
和
六
年
度
予
算
編
成
方
針 

令
和
六
年
度
の
収
支
予
算
を
作
成
す

る
に
あ
た
り
、
基
本
方
針
と
な
る
予
算
編

成
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

収
入
で
は
、
受
取
配
分
金
は
、
令
和
五

年
度
の
契
約
状
況
及
び
配
分
金
見
積
基

準
の
改
正
を
考
慮
し
、
令
和
五
年
度
と

同
額
を
、
受
取
材
料
費
等
は
実
績
に
伴

い
、
対
当
初
予
算
比
約
七
％
の
減
額
を

見
込
む
と
の
こ
と
で
し
た
。 

職
員
体
制
は
、
今
年
度
同
様
一
般
職

員
三
人
、
嘱
託
職
員
一
人
、
補
佐
職
員

四
人
を
継
続
し
ま
す
。 

ま
た
、
租
税
公
課
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
施
行
に
伴
う
影
響
分
を
増
額
す
る
と

の
こ
と
で
し
た
。 

 

㈣
令
和
六
年
度
役
員
賠
償
責
任
保
険

契
約
の
締
結 

令
和
六
年
度
の
役
員
賠
償
責
任
保
険

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

【

報

告

事

項

】 
㈠
会
員
の
入
退
会
状
況 

十
二
月
末
の
会
員
数
は
表
の
と
お
り

で
す
。
十
一
月
と
十
二
月
の
入
会
者
数

は
、
男
性
三
人
、
女
性
二
人
の
計
五
人
。

退
会
者
数
は
男
性
一
人
で
、
差
し
引
き

四
人
増
と
な
り
ま
し
た
。
四
月
か
ら
の
累

計
で
は
十
人
増

と
な
っ
て
い
ま

す
。 入

会
者
は
、

六
十
歳
代
が
一

人
、
七
十
歳
代

が
四
人
で
す
。

退
会
者
の
退
会

理
由
は
、
転
出

と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

㈡
事
業
運
営
状
況 

十
二
月
ま
で
の
実
績
は
、
前
回
同
様
、

一
般
家
庭
、
公
共
は
減
少
し
、
事
業
所
は

増
加
し
て
い
る
状
況
で
、
全
体
的
に
は
、

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
公

共
の
う
ち
一
部
、
発
注
者
が
市
か
ら
指

定
管
理
者
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
事

業
所
実
績
が
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般

家
庭
の
減
は
、
対
応
会
員
の
減
少
に
よ
る

除
草
作
業
の
業
務
量
の
減
少
に
よ
る
も
の

で
す
。 

ま
た
、
配
分
金
の
予
算
計
上
額
に
対

す
る
執
行
率
は
約
七
十
四
％
で
、
こ
の
ま

ま
推
移
し
て
い
け
ば
五
％
程
減
額
と
な
る

見
込
み
で
す
。 

会
員
広
報 

一
月
理
事
会 

計 男 女

４月当初 296 172 124

12月 末 306 182 124

増 減 10 10 0

会員数
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【

そ

の

他

】 
令
和
六
年
度
の
総
会
開
催
予
定
日
を
、

令
和
六
年
六
月
二
十
四
日
㈪
に
変
更
す

る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

     

今
年
は
、
五
年
ぶ
り
に
岩
倉
桜
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

次
の
と
お
り
の
業
務
の
注
文
を
受
け
て

お
り
、
就
業
者
を
募
集
し
ま
す
。（
た
だ

し
、
就
業
時
間
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
の
予
定
で
す
。
） 

就
業
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
三
月
十

三
日
㈬
ま
で
に
事
務
局
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。 

①
清
掃 

期
間 

三
月
二
十
九
日
㈮
～
四
月
七
日
㈰ 

時
間 

午
前
七
時
三
〇
分
～
八
時
三
〇
分 

場
所 

お
祭
り
広
場 

②
清
掃 

期
間 

三
月
二
十
九
日
㈮
～
四
月
九
日
㈫ 

時
間 

午
前
八
時
三
〇
分
～
十
時
三
〇
分 

た
だ
し
、
八
日
㈪
・
九
日
㈫
は
、
午

後
一
時
～
三
時 

場
所 

明
治
橋
～
大
市
場
橋 

両
岸
堤
防 

③
水
撒
き 

期
間 

三
月
二
十
九
日
㈮
～
四
月
七
日
㈰ 

時
間 

平
日 

午
前
十
時
～
十
一
時 

午
後
二
時
～
三
時 

㈯
㈰ 

午
前
八
時
～
九
時 

午
前
十
一
時
～
十
二
時 

午
後
二
時
～
三
時 

場
所 

お
祭
り
広
場
、
神
明
生
田
神
社 

④
駐
輪
場
整
理 

期
間 

三
月
二
十
九
日
㈮
～
四
月
七
日
㈰ 

時
間 
午
前
九
時
～
午
後
五
時
、
二
時

間
交
代 

場
所 

お
祭
り
広
場
、
第
三
児
童
館
駐
輪

場 

⑤
通
行
禁
止
区
域
案
内 

期
間 

三
月
三
十
日
㈯
・
三
十
一
日
㈰
、

四
月
六
日
㈯
・
七
日
㈰ 

時
間 

午
前
九
時
三
〇
分
～
午
後
四
時

三
〇
分
、
午
後
一
時
に
交
替 

場
所 

岩
倉
橋
、
真
光
寺
橋 

※
事
前
に
作
業
内
容
の
確
認
と
就
業
日

の
調
整
を
行
う
打
合
せ
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

時
間
と
場
所
は
応
募
者
に
個
別
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

①
自
転
車
整
理 

時
間 

㈪
～
㈮ 

祝
日
を
除
く 

午
前
七
時
～
九
時 

場
所 

岩
倉
駅
周
辺 

②
配
膳
・
ト
イ
レ
清
掃 

時
間 

午
前
七
時
～
九
時
三
〇
分 

午
後
五
時
～
七
時
三
〇
分 

場
所 

一
期
一
会
福
祉
会 

(

北
島
町) 

③
屋
内
清
掃 

時
間 

㈪
～
㈮ 

祝
日
を
除
く 

午
前
八
時
三
〇
分
～
十
時
三
〇
分 

及
び 

午
前
八
時
三
〇
分
～
正
午 

そ
れ
ぞ
れ
一
人 

場
所 

㈱
ゲ
オ
（
八
剱
町
） 

④
屋
内
清
掃 

時
間 

週
一
回 

一
時
間 

場
所 

家
庭
内
清
掃 

(

大
山
寺
町
） 

⑤
屋
内
清
掃 

時
間 

㈬ 
午
前
九
時
～
十
一
時 

場
所 

㈲
東
信
建
設 

(

大
地
町) 

 

⑥
日
曜
資
源
回
収
受
付
業
務 

時
間 

第
二
・
四
㈰ 

午
前
八
時
三
〇
分

～
午
後
十
二
時
三
〇
分 

場
所 

防
災
公
園
会
場 

(

川
井
町
） 

⑦
日
曜
資
源
回
収
受
付
業
務 

時
間 

第
一
・
三
㈰ 

午
前
八
時
三
〇
分

～
午
後
十
二
時
三
〇
分 

場
所 

ｅ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ 

(

石
仏
町
） 

⑧
分
別
収
集
指
導
補
助 

時
間 

第
四
㈫ 

午
前
六
時
～
八
時
三
〇
分 

場
所 

本
町
門
前
区 

⑨
分
別
収
集
指
導
補
助 

時
間 

第
四
㈫ 

午
前
六
時
三
〇
分 

～
八
時
三
〇
分 

場
所 

西
市
町 

(

新
い
づ
み
公
園
北
側) 

⑩
分
別
収
集
指
導
補
助 

時
間 

第
四
㈫ 

午
前
六
時
～
八
時
三
〇
分 

場
所 

本
町
上
市
場
区(

愛
知
北
農
協
岩

倉
支
店
前
駐
車
場) 

⑪
分
別
収
集
指
導
補
助 

時
間 

第
一
㈫ 

午
前
六
時
～
八
時
三
〇
分 

場
所 

八
剱
町 

(

八
剱
中
児
童
遊
園) 

そ
の
他
の
お
知
ら
せ 

岩
倉
桜
ま
つ
り
就
業
者
募
集 
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⑫
加
工
品
測
定 

時
間 
㈪
・
㈫
・
㈭ 

午
前
九
時
～
午
後
三
時 

場
所 

㈱
シ
ー
エ
イ
チ
砥
石 

(

八
剱
町) 

⑬
派
遣(

カ
ー
ト
整
理)

 

時
間 

毎
日 

午
前
九
時
～
午
後
九
時 

(

就
業
時
間
は
内
二･

五
時
間) 

場
所 

ア
ピ
タ
パ
ワ
ー
岩
倉
店 

※
全
業
務
と
も
同
じ
業
務
を
複
数
の
会

員
が
日
付
や
時
間
を
変
え
て
就
業
す

る
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
担
当
し
ま
す
。

そ
の
他
の
依
頼
な
ど
、
詳
し
く
は
事
務

局
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

確
定
申
告
に
つ
い
て 

確
定
申
告
に
は
、
前
回
配
布
し
た
「
配

分
金
支
払
証
明
書
」
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
紛
失
等
さ
れ
た
方
は
、
事
務
局
で

再
発
行
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 な

お
、
申
告
会
場
の
事
前
予
約
に
つ

い
て
は
、
市
広
報
一
月
号
ま
た
は
税
務

課
（
電
話
〇
五
八
七―

三
八―

五
八
〇

六
）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

◎
ま
だ
ま
だ
募
集
中
‼ 

現
在
、
人
力
除
草
（
草

取
り
）
を
す
る
会
員
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
仕

事
の
依
頼
を
受
け
き
れ
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
、
お
手
す
き
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
中

で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

機
械
除
草(

草
刈)

講
習
会 

機
械
除
草
を
就
業
す
る
た
め
に
は
、

事
前
に
講
習
会
を
受
講
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

機
械
除
草
に
携
わ
っ
て
み
た
い
方
、

興
味
の
あ
る
方
は
、
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
日
程
等
を
調
整
し
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

       

四
方
山
ば
な
し 

最
近
、
岩
倉
市
の
南
西
部
、
川
井

町
に
行
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？ 

か
つ
て
は
川
井
町
の
集
落
か
ら
、
希

望
の
家
、
愛
北
広
域
事
務
組
合
の
し
尿

処
理
施
設
ま
で
、
水
田
が
続
い
て
い
ま

し
た
。
今
は
倉
庫
群
の
建
設
が
進
ん
で

い
ま
す
。
愛
知
県
企
業
庁
に
よ
る
企
業

誘
致
が
進
ん
で
い
る
た
め
で
す
。
建
設

の
前
に
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
発
掘
調
査
報
告
会
が
ア

デ
リ
ア
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
一
月
十
四
日
に
聞
き
に
い
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。 

             

 

弥
生
時
代
か
ら
の
遺
跡 

遺
跡
は
、
下
田
南
遺
跡
と
名
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
調
査
で
は
、
弥
生
時
代

か
ら
室
町
時
代
ま
で
、
千
年
以
上
に
わ

た
り
歴
史
が
続
い
て
き
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
土
器
な
ど
の

埋
蔵
物
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
が
、
特
徴

は
何
と
い
っ
て
も
多
く
の
建
物
遺
構
が

発
掘
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
古
墳
時
代
か

ら
飛
鳥
、
奈
良
時
代
の
六
～
八
世
紀
頃

の
も
の
が
多
い
そ
う
で
す
。
勿
論
、
柱

穴
か
ら
だ
け
で
は
、
ど
の
よ
う
な
建
物

だ
っ
た
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
倉
庫
と
思
わ
れ
る
建
物
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
か
つ
て
の
人
々
が
、
岩

倉
で
、
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
し
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。 

衰
退
の
謎 

そ
し
て
、
不
思
議
な
こ
と
は
、
ど
う

し
て
そ
の
倉
庫
群
は
う
ち
捨
て
ら
れ
て

し
ま
い
、
水
田
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
建
物
は
、
水
害
に
あ
い

に
く
い
高
台
に
あ
っ
た
は
ず
。
一
方
、

水
田
は
、
用
水
に
便
利
な
低
地
が
有
利

で
す
。
時
の
流
れ
が
岩
倉
の
地
形
を
変

え
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
令
和
の
今
、
新
し

い
倉
庫
群
が
作
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。 

希望の家入口から東の新しい風景 
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これぐらいと  

 思う気持ちが 事故を生む 


